
三原市立本郷小学校 校番（１７）

改善方策

１０月 ２月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

◎基礎・基本の学力向上
★学力テスト等目標値達成率の向上

・三つ巴っ子タイムの実施内容の充実
・R80の振り返りを、次時の課題設定や
授業改善に活用する指導方法の定着

・全国学テ及び市で実施する
学力テスト等において、国語
科、算数科の全国平均以上の
児童の割合
・R80の振り返りを次時の課題
設定や授業改善に活用してい
ると回答する指導者の割合

80%

90%

国62%
算47%

88.2%

国４９％
算５６％

88.9%

国６１％
算７０％

98.8％

C

B

・国語科においては初見の文章を読む力や
条件に合わせて書く力、算数科においては基
礎的な計算や数学的な見方・考え方を生かし
て問題を解く力に課題が見られた。
・振り返りの視点を示したことで児童の振り返
りの質が向上し、教員はその記述から児童
の学びに対する新たな思いや問いなどを見
取って授業改善に生かすことができている。

・標準学力調査で明らかになった各学年の
課題改善に向けた学力補充計画を立て、
計画的に取り組む。
・R80の実態や振り返りの記述に変容が見
られた児童に対する効果的な指導・支援
について交流し、お互いの実践を参考にし
て振り返りの質の向上を高めていく。
・児童が次の学びへつながるような問いを
見出すための手立てを考えていく。

5

〇生活科・総合的な学習の時間におけ
る探究的な学びを通した自ら学ぶ力の
育成

・児童の思いや願いに基づいた学びを
展開していけるような単元構成の工夫
・自己の学びや成長を実感できるような
振り返りの充実

・「振り返りや話し合いの場
で、児童が自己の考えを表現
している」と回答した指導者の
割合
・探究的な学びの過程を振り
返り、自己の学びや成長につ
いて記述することができた児
童の割合

85%

85%

94.1%

69%

94.5%

77%

111%

90.5%

A

B

・教員が振り返りを課題設定や授業改善に活
かしたり、児童が「話したい」と思えるように問
いかけ等を意識して行ったりしたことで、児童
が自己の考えを表現できるようになってい
る。
・ルーブリックを各教室に掲示し、視点を示し
たことで目指す振り返りのイメージを持たせる
ことはできた。しかし、書くことが苦手な児童
にとって視点を示すだけでは記述することが
難しかったと考える。

・話し合いでは、児童が「話したい」と思え
るような必然性のある学びの展開を考え
る。
・振り返りにおいては、引き続きルーブリッ
クを活用して児童に視点を示す。さらに、
教員が意図的指名を行って具体を示すこ
とで、児童がイメージを持てるようにしてい
く。

5

◎コミュニティ・スクールの良さを生か
し、地域（人・もの）と関わり、地域を愛
する児童の育成

・地域ゲストティーチャーや読書ボラン
ティアなどの積極的な活用
・各教科、道徳の時間、総合的な学習の
時間等で地域学習の導入

・感謝の気持ちを表現できたと
回答する児童の割合 95% 94.2% 94.65% 99% B

・児童アンケートの結果から児童の日常の挨
拶や学校行事での姿、総合的な学習の時間
での発表などを通して、地域の方への感謝の
気持ちを持ち、表そうとしていることがわかっ
た。
・各学年の生活科や総合的な学習の時間に
おいて、地域の方々をゲストティーチャーとし
て積極的に招聘した。

・さらに感謝の気持ちを深めるために挨拶
を継続して行うとともに、行事や日常の学
校生活の中で頑張る姿を地域の方に見て
いただく機会を設定していく。
・地域の方から学んだことを児童自身が積
極的に発信しようとする意識を高めていく
こともコミュニティ・スクールの取組を充実
させる上での課題である。

5

〇児童が安心して過ごせる学校風土
の醸成

・児童の発想を生かした、児童会活動や
学級活動の工夫
・教職員、家庭、関係機関などの情報共
有と組織的取組

・学校が楽しいと回答する児
童の割合 90% 93.3% 93.90% 104% A

・低学年：98.5％・高学年：89.3％
全体の約8割が「友達との関わり」を学校生活
を肯定的に捉える理由として挙げていた。一
方で、学習の難しさや人間関係への不安を
理由に、学校生活を肯定的に捉えられていな
い児童も1割程度見られた。
・教職員間での情報共有や連携を意識し、日
常的に他学年の教員とも積極的に対話を
行った。

・児童の抱える不安感（学習・友達との関
係等）に関する聞き取り等を行うために、
長期休業前後やいじめアンケート後などの
面談を通して、担任や学年で把握する。
・校内で起こった事案等を全教職員で連携
を行い、一貫性のある指導体制を構築し、
小さな変化を共有し合うことで、事案の早
期発見と組織的な解決を目指す。

5

◎基礎体力の向上

・体育科授業の工夫と改善
・サーキットトレーニング等継続した体づ
くりの取組
・学級レクなど、遊ぶ楽しさを感じる体験
活動の充実

・雲梯が半分以上できる児童
の割合（％）
・縄跳びの高速前跳びが30秒
で70回以上できる児童の割合
（％）
　
・体を動かすことが好きと回答
する児童の割合

70%

70%

85%

未実施

未実施

90.1%

82.7%

65.5%

90%

118%

93.5%

105%

A

B

A

・授業開始の５～７分間で遊具を使ったサー
キットトレーニングや縄跳びに継続して取り組
んだことで目標をほぼ達成することができ
た。特に、低学年の伸びが大きく、向上する
につれて縄跳び練習への意欲も高まった。

・「外遊びDAY」として、外遊びをする日を週２
回設定し、教師も可能な日は児童と一緒に外
で過ごした。

・授業前に主運動につながる準備運動や
サーキットトレーニングを取り入れること
で、基礎体力の向上を図る。

・遊ぶ体験の充実を図るために、体育集会
や児童会活動を児童と共にに企画する。

5

〇清掃活動の質の向上
  ★無言、時間いっぱい、隅々まで

・掃除の仕方の指導の徹底
・短期集中取組期間の設定

・短期集中取組期間に教師の
見取りによる「無言」「時間いっ
ぱい」「隅々まで」ができる児
童の割合(%)

80% 76.5% 90.0% 112%
A

・教師の掃除指導についての意識を統一した
り、掃除の手順を示したカードを掲示したりし
たことで「無言」「時間いっぱい」「隅々まで」の
取組が児童に定着した。

・引き続き、縦割り掃除を継続する。掃除
後の振り返りで頑張ったことや隅々までき
れいにしたことを交流するために、振り返り
の視点を示したり、振り返りカードを活用し
たりする。

5

◎説明責任を果たし、信頼される学
校・教職員

・学校運営協議会を活用した、地域・家
庭・児童の実態・願いの把握
・全職員が輪番で主担当になる参加型
の服務研修の計画的実施

・保護者アンケート「本郷小学
校は安心して子供を通わせる
ことができる」の肯定的回答

・不祥事ゼロ

90%

100%

97.8%

100%

98.3%

100%

109%

100%

A

A

・学校運営協議会で寄せられた意見、各学期
に実施した保護者アンケートや全児童対象
の面談等を通して得られたことを学校運営に
反映させることができた。それぞれの思いや
願いを把握し、地域・家庭・学校が一体となっ
た体制の構築につながった。
・毎月テーマを変えて参加型の服務研修を実
施し、教職員の不祥事の防止への意識を高
めることができた。

・引き続き、学校運営協議会やアンケート
等を通じて地域・保護者・児童の声に真摯
に耳を傾け、学校運営への迅速な反映に
努めていく。

・毎月テーマを設定した参加型の服務研修
を継続し、全教職員が自分事として不祥事
防止を捉える場を確保していく。

5

〇働き方改革
・各部を中心とした、計画的・組織的な
業務運営
・授業観察や面談を通じて、個々の職員
の実態把握と評価

・時間外勤務時間45時間以下
を６か月以上
・「仕事にやりがいを感じてい
る」と回答する職員の割合

100%

90%

5/6

96.6%

6/6

92.9%

100%

103%

A

A

・２月まで45時間以下達成が10月である。忙
しい時期であっても、計画的に業務を行い、
早期退校を心掛ける風土が根付いている。

・多くの職員が肯定的に回答する一方、否定
的に回答した職員もいる。経験の浅い層にお
ける精神的な余裕の不足、また中核を担う層
の多忙感などが推察される。

・行事や成績処理を行う繁忙期においても
業務の優先順位を明確にし、組織的・計画
的な学校運営を推進することで、早期退校
を心掛ける風土を維持していく。

・校内体制で若手への伴走型支援を強化
し、精神的なゆとりを持てるようにする。ま
た、業務の精査や役割の分担を適宜見直
し、中核層の多忙感の解消を図る。

5

本年度の重点目標については◎印で示す。 　 　

令和7年度　　学校評価表 （　最終　）

ａ　学校教育目
標

夢大きく心豊かな児童の育成
～知・徳・体　キラリと光る三つ巴っ子～

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　　自他を認め合い、児童・教職員が、ともに成長できる学校風土を創造する。
【ビジョン】（自校の将来像）
　　確かな学力と心身ともに健康な児童を育成し、すべての児童が、自ら考え協働的に行動する学校

評価計画 自己評価 学校関係者評価

c　中期経営
目標

ｄ　短期経営目標 ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標
ｇ

目標値
ｉ

達成度
ｊ

評価
ｋ

結果と課題の分析
n

改善方策

l   評 価
m

コメント

確
か
な
学
力

すすんで学
び、よく考え
豊かに表現
する児童を
育成する。

・目標に対して達成度はいま一歩のところも
あるが、子供たちが楽しく授業を受けてい
る。校長先生を先頭に各先生方も目標に対
し、しっかり取り組んでおられる様に感じ、学
校全体が明るく楽しい場所になっている。
・学力について、達成できなかった部分も迅
速な対応をされている事が素晴らしい。
・すべての事につながるであろう読解力につ
いて、引き続き取り組んでいただきたい。
・全国学力テストや標準学力調査等の客観
的な結果を評価項目にしているのが良い。
・国語力は全ての教科のもとになるので、今
後も読解力をしっかり身につけさせてほし
い。
・毎時間、めあてと振り返り(R80)が継続され
ているのは素晴らしい。
・授業を受ける姿勢が崩れる児童が少なく
なったように感じる。

Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　Ｄ：（できていない）＜６０　 ハ：自己評価は適正でない。

豊
か
な
心

地域を愛す
る心を持つ
とともに、自
他を尊重し、
安心・安全
な集団を育
てる。

健
や
か
な
体

体力を高
め、自他の
健康を大切
にしようとす
る意識を育
てる。

信
頼
さ
れ
る
学
校

地域や家庭
の願いに応
えるととも
に、１５年間
を見据えた
教育を行う。

・今年に入ってから、児童の挨拶が良くなっ
た。
・６年生を中心に、帽子をとって気持ちの良
い挨拶をよくしてくれるようになった。
・朝の登校時、横断歩道で止まってくれた車
に対して、帽子をとってきちんとおじぎをして
いる児童の姿を見かけ嬉しくなった。
・引き続き、６年生が中心となって気持ちの
よい挨拶を続け、本郷小学校の伝統にして
ほしい。
・学校全体があいさつ運動に対して積極的
に発信して、行動に移している事がすばらし
い。
・地域と学校と家庭が手を取り、一人一人が
すくすくと育ち、生きる力を養ってほしい。

・体力向上の項目が雲梯と高速縄跳びにな
り、数値目標が具体的で分かりやすい。
・雲梯や縄跳びについては、低学年にとって
も取り組みやすく、前期と比べて成果が出て
いるところも良い。
・大休憩や昼休憩は、先生たちも外で子供
と一緒に遊んでいるのが良い。子供たちに
とって、先生と一緒に遊べるというのはとて
も嬉しいことだと思う。
・外あそびDAYは、先生にとっては大変なこ
ともあると思うが続けて頂きたい。

・それぞれの部に関わる課題について、そ
の都度改善策を考え実行してもらっていると
ころが有り難い。
・温かい学校(先生方)の中で、子供たちが
のびのびと育っている。丁寧な指導の中で
力をつけて頂き感謝している。
・保護者アンケートからも学校の取組が肯
定的に評価されている。

　【ｊ：自己評価　評価】 【ｌ：学校関係者評価　評価】

Ａ：１００≦（目標達成）　　　　B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ イ：自己評価は適正である。　　ロ：わからない。

別紙様式１


